
こんにちは　あかちゃん

写真の説明

園田　莉子ちゃん　令和４年１月１３日生
そのだ りこ

莉子ちゃんのかわいい笑顔に毎日癒さ
れています。よく食べてよく飲んでよ
く寝るとってもお利口さんな莉子ちゃ
んです。元気で優しい子に育ってね。
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昨
年
を
上
回
る
令
和
３
年
度
決
算
！

【特集】
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令和３年度決算が認定！【特集】【特集】

　令和４年９月７日から 13 日まで、山江村議会 9月定例会が開催され、その中で令和３年
度一般会計及び特別会計決算が認定となり、昨年度を上回る決算となりました。昨年度決算
との比較をしてみました。

　昨年度の歳入が 49 億 5,191 万円でしたので、2億 3,572 万円の増となりました。増額の
主なものとして、繰越金が３億 1,469 万円の増（昨年度比 197.6％）、国庫支出金が 7,686
万円の増（昨年度比 105.7％）でした。主な名称の説明については以下の通りです。

　昨年度の歳出が 43 億 1,493 万円でしたので、1億 8,325 万円の増となりました。増額の
主なものとして、災害復旧費が４億 9,017 万円の増（昨年度比 105.3％）、民生費が 9,244
万円の増（昨年度比 113.6％）でした。令和２年 7月豪雨災害の復旧復興、新型コロナウ
イルス感染症対策の影響により伸びているのがわかります。歳入から歳出を差し引くと６
億 8,945 万円（形式収支額といいます。）となりまして、それから翌年度へ繰り越すべき
財源（繰越明許等）が3,223万円ありましたので、それを差し引いた金額6億5,722万円（実
質収支といいます。）が令和 3年度決算となりました。
尚、特別会計の収支については以下の通りです。

※公債費・・・国から借入れした分の元利返済

繰入金村税県支出金

歳入　51億8,763万円

歳出　44億9,818万円

項　目 説　　明 令和３年度決算額

地方交付税 それぞれの市町村の財政格差を小さくするため、国
から支給されるもの。使い道は自由。 19 億 7,069 万円

国庫支出金
県 支 出 金

義務教育や道路整備など特定の費用の一部として、
国や県から支給されるもの。使い道が決まっている。

（国）14億 2,904 万円
（県）２億 2,307 万円

村 債 国からの借入金。 2 億 380 万円

繰 入 金 基金（いわゆる預金）等を一部取り崩し、繰り入れ
るもの。 1 億 7,241 万円

議会費

議会費

消防費

消防費

商工費

商工費

土木費

土木費

農林水産業費

農林水産業費

教育費

教育費

公債費

公債費

衛生費

衛生費

民生費

民生費

総務費

総務費

災害復旧費

災害復旧費

会　計 歳　入 歳　出 差 引 額

国民健康保険事業 4億 7,071 万円 4億 4,023 万円 3,048 万円

簡 易 水 道 事 業 1億 7,209 万円 1億 7,038 万円 171 万円
（繰越明許10万円のため、実質は161万円）

農業集落排水事業 1億 5,027 万円 1億 4,399 万円 628 万円

介 護 保 険 事 業 4億 9,824 万円 4億 6,003 万円 3,821 万円

後期高齢者医療事業 3,888 万円 3,741 万円 147 万円

ケーブルテレビ事業 6,500 万円 5,683 万円 817 万円
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村政を問う！　一般質問 QRコードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。 村政を問う！　一般質問
※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原稿のまま掲載しています。

　

担
い
手
の
高
齢
化
が
進
む
中

で
山
田
地
区
の
集
落
営
農
法
人

の
設
立
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

平
成
29
年
度
設
立
さ
れ
た「
万

江
の
里
」
を
モ
デ
ル
と
し
た
法

人
設
立
を
５
年
後
を
め
ど
に
計

画
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

や
令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
影
響

で
現
時
点
で
の
計
画
は
な
い
。

し
か
し
、
担
い
手
や
後
継
者
不

足
の
解
消
、
農
地
集
積
や
作
業

効
率
化
な
ど
を
図
る
上
で
組
織

設
立
の
重
要
性
は
十
分
に
認
識

し
て
い
る
。
新
年
度
予
算
で
も

村
長
の
査
定
を
受
け
な
が
ら
計

上
し
、狭
い
範
囲
に
は
な
る
が
、

堰
ご
と
に
農
家
か
ら
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
声
が
上
が
れ
ば
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
支
援
を
し
て

い
き
た
い
。

　

水
稲
の
作
業
受
委
託
に
つ
い

て
高
齢
化
が
進
む
中
で
山
田
地

区
集
落
営
農
組
織
の
設
立
は
早

急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
法
人
設
立
は
、
設
立
準

備
に
長
期
間
か
か
る
上
、
農
業

者
間
の
合
意
形
成
も
困
難
と
考

え
る
の
で
機
械
利
用
組
合
や
個

人
で
受
託
さ
れ
て
い
る
方
を
一

本
化
し
、
作
業
受
託
型
の
任
意

団
体
の
設
立
の
考
え
と
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
し
て
若
手
農
業
者

育
成
支
援
の
考
え
は
。

　

作
業
受
委
託
の
現
状
は
十
分

に
理
解
し
て
い
る
が
、
山
田
地

区
で
は
堰
ご
と
の
組
織
を
考
え

支
援
し
て
い
く
。
若
手
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
育
成
は
、
ス
マ
ー
ト
農

業
、
Ｉ
Ｔ
化
農
業
を
進
め
な
が

ら
ド
ロ
ー
ン
操
縦
免
許
取
得
、

農
地
の
維
持
管
理
に
必
要
な
重

機
操
作
免
許
取
得
等
の
支
援
を

考
え
て
い
る
。

　

今
現
在
は
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
と
い
う
大
き
な
動
き
を
作
り

な
が
ら
、
担
い
手
後
継
者
の
育

成
、
農
地
の
集
約
化
を
図
り
担

い
手
に
貸
し
て
い
く
と
い
う
方

向
で
動
い
て
い
る
。
山
田
地
区

の
法
人
設
立
の
必
要
性
は
変
わ

ら
な
い
が
、
農
協
方
式
の
組
合

法
人
で
は
な
く
、
株
式
会
社
的

な
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
た

法
人
設
立
も
経
営
的
な
感
覚
で

農
地
を
管
理
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
併
せ
て

検
討
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
役

場
が
農
業
を
す
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
農
家
の
方
々
、
ま
た
、

地
域
の
方
々
の
理
解
と
こ
の
こ

と
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組

み
が
な
い
と
農
地
を
守
っ
て
は

い
け
な
い
と
言
う
こ
と
で
し
っ

か
り
と
話
を
し
て
い
き
た
い
。

※
他
に
「
老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
」
質
し
た
。

山田地区の集落営農について

問問 答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
　
村
　
長

山
田
地
区
の
集
落
営
農

の
方
針
は
？

赤坂　修 議員

平成29年６月 24日設立総会の様子
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村政を問う！　一般質問 QRコードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。 村政を問う！　一般質問
※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原稿のまま掲載しています。

山
江
村
職
員
の
服
務
に
つ
い

て
、
職
員
の
退
職
や
休
職
に
つ

い
て

　

５
年
間
で
、
14
名
で
あ
り
、

村
内
出
身
退
職
は
６
名
、
村
外

は
８
名
。

　

１
．
長
時
間
の
残
業
に
よ
る

労
働
条
件
の
不
満
、
２
．
人
事

異
動
に
よ
る
職
務
環
境
の
変
化
、

３
．
職
場
の
人
間
関
係
・
業
務

の
引
き
継
ぎ
、
４
．
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
あ
る
か
な
い
か

の
報
告
を
受
け
て
い
る
が
。

　

職
員
の
退
職
に
つ
い
て
は
、

各
個
人
考
え
の
中
で
の
人
生
を

選
択
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
り
と

か
は
、
若
者
が
辞
め
る
か
ら
お

か
し
い
と
の
こ
と
は
、
私
は
一

切
考
え
て
い
な
い
。
自
分
の
人

生
を
し
っ
か
り
選
択
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。

　

正
規
採
用
、
職
員
採
用
の
方

針
性
、
民
間
企
業
の
職
務
経
験

者
の
採
用
、
受
験
資
格
の
年
齢

制
限
の
引
き
上
げ
の
検
討
は
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
、
令
和
２
年

豪
雨
災
害
で
１
０
０
時
間
を
超

え
る
残
業
で
、
職
員
の
体
調
を

心
配
し
て
い
た
補
充
に
つ
い
て

は
、
新
規
採
用
を
今
後
も
や
っ

て
い
く
。
ま
た
、
議
員
が
言
わ

れ
た
よ
う
な
民
間
採
用
も
積
極

的
に
視
野
に
入
れ
る
よ
う
検
討

す
る
。

　

㈱
や
ま
え
の
運
営
状
況
と
物

産
館
の
方
針
に
つ
い
て
、
労
働

基
準
監
督
署
の
定
期
調
査
で
、

時
間
外
の
未
払
い
が
判
明
し
た

と
の
こ
と
だ
が
。

　

労
働
基
準
監
督
署
の
調
査
に

つ
い
て
は
、
本
年
５
月
10
日
に

実
施
さ
れ
、
労
働
時
間
に
関
す

る
関
係
書
類
の
確
認
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
の
10
月

に
遡
及
し
て
、
２
名
分
１
２
８

万
円
を
支
給
し
た
。

　

管
理
職
か
ら
の
告
発
で
未
払

い
が
発
覚
し
た
と
の
事
だ
が
。

　

労
働
基
準
監
督
署
の
調
査
に

つ
い
て
は
、
通
知
な
く
来
館
さ

れ
、
抜
き
打
ち
で
実
施
さ
れ
た

と
議
会
に
報
告
を
し
、
私
自
身

２
，
３
回
と
支
配
人
、
事
務
方

に
確
認
を
し
た
。
虚
偽
は
な
く
、

労
務
士
と
相
談
し
適
正
に
処
理

し
た
。
今
後
も
し
っ
か
り
と
し

た
会
社
経
営
を
し
て
い
く
。

　

水
源
確
保
の
為
の
ボ
ー
リ
ン

グ
発
掘
し
た
現
状
は
。

　

当
初
の
計
画
で
は
、
新
規
の

井
戸
水
を
調
理
場
や
飲
料
水
、

水
風
呂
、
施
設
全
般
を
補
う
計

画
で
あ
っ
た
が
、
水
質
検
査
の

結
果
、
マ
ン
ガ
ン
が
多
く
、
飲

用
に
適
さ
な
い
。

　

工
事
費
が
約
８
５
０
万
円
か

か
っ
た
の
で
は
。
ま
た
今
度
は

別
に
発
掘
す
る
計
画
か
。

11
月
に
試
験
掘
す
る
検
討
を

し
て
い
る
。
場
所
は
未
定
。
別

の
場
所
で
再
度
試
掘
す
る
予
定
。

　

下
の
段
水
源
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

11
月
に
試
掘
の
状
況
を
見
な

が
ら
対
応
し
た
い
。

　

栗
の
買
い
付
け
と
ペ
ー
ス
ト

の
計
画
は
今
年
度
の
栗
の
買
い

付
け
は
、
ペ
ー
ス
ト
の
生
産
計

画
は
。

15
〜
18
ト
ン
、
内
ペ
ー
ス
ト

は
1.2
ト
ン
を
計
画
し
て
い
る
。

　

ペ
ー
ス
ト
の
製
作
の
技
術
者

の
検
討
は
。

　

今
の
現
状
で
行
く
。
ペ
ー
ス

ト
を
作
成
す
る
こ
と
と
一
緒
に
、

研
究
も
新
規
事
業
、
新
開
発
を

設
け
る
方
針
で
あ
る
。

問

問問

問問

問問

問問問

答
総
務
課
長

答
　
村
　
長

答
　
村
　
長

答
　
村
　
長

答
企
画
調
整
課
主
幹

答
企
画
調
整
課
主
幹

答
企
画
調
整
課
主
幹

答
企
画
調
整
課
主
幹

答
副
　
村
　
長

答
副
　
村
　
長

職
員
の
退
職
や
休
職
に

つ
い
て
！

栗
の
買
い
付
け
と

ペ
ー
ス
ト
計
画
は
！

ボ
ー
リ
ン
グ
の
現
状
は

㈱
や
ま
え
の運
営
状
況
は
！

森田　俊介 議員

・山江村職員の服務について
・㈱やまえの運営状況
　　と物産館の計画・
　　　　方針について
　　と物産館の計画・
　　　　方針について

ボーリングした水源

ペースト工場

令和４年10月31日発行山江議会だより5



村政を問う！　一般質問 QRコードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。

村政を問う！　一般質問

　

災
害
の
復
旧
復
興
、
コ
ロ
ナ

禍
、
原
油
、
物
価
高
と
村
民
生

活
・
地
域
経
済
が
た
い
へ
ん
厳

し
い
な
か
、
ど
の
よ
う
な
行
政

政
治
姿
勢
で
臨
ま
れ
る
の
か
。

　

災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
を
始

め
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
村
民

生
活
を
襲
い
、
そ
の
対
策
に
努

め
て
き
た
。
引
き
続
き
国
と
県

と
連
携
し
な
が
ら
、
政
治
は
現

場
と
い
う
姿
勢
で
対
策
の
充
実

に
努
め
て
参
り
た
い
。

　

災
害
復
旧
に
係
る
村
営
住
宅

整
備
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
、

公
共
工
事
請
負
仮
契
約
の
ま

ま
、
執
り
行
わ
れ
た
。
５
千
万

円
以
上
の
工
事
契
約
は
議
会
の

議
決
を
要
し
、
議
決
さ
れ
た
日

が
、
本
契
約
と
な
る
。
否
決
さ

れ
る
と
白
紙
に
な
り
、
被
災
者

の
生
活
心
情
を
考
え
れ
ば
、
緊

急
的
案
件
で
は
あ
る
が
、
行
政

は
法
令
に
基
づ
く
こ
と
が
基
本

で
あ
り
、
議
会
軽
視
と
も
受
け

止
め
ら
れ
る
。
今
後
の
対
応
、

指
導
徹
底
の
考
え
は
。

　

議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

で
あ
る
。
当
然
、
仮
契
約
が
本

契
約
に
移
っ
て
か
ら
で
な
い
と

工
事
着
工
は
で
き
な
い
の
で
、

改
め
て
し
っ
か
り
と
今
後
の
村

政
運
営
に
つ
い
て
引
き
締
め
て

い
き
た
い
。

　

本
村
の
森
林
面
積
は
１
万
５

１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
総
面
積

の
約
90
％
を
占
め
、国
土
保
全
、

水
源
涵
養
、
木
材
生
産
な
ど
の

多
目
的
機
能
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
人

工
林
と
天
然
林
の
割
合
、
収
穫

期
を
迎
え
た
伐
採
適
齢
期
の
面

積
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

人
工
林
56
％
、天
然
林
44
％
、

伐
採
適
齢
期
は
杉
40
年
、
檜
45

年
以
上
で
、
合
計
４
千
36
ヘ
ク

タ
ー
ル
人
工
林
の
76
・
８
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

収
穫
期
の
木
材
を
伐
採
し
た

後
の
植
栽
、
下
刈
等
へ
の
支
援

策
の
状
況
は
。

　

伐
採
後
、
再
造
林
を
促
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
補
助
制
度

に
関
す
る
補
正
予
算
を
今
定
例

会
に
計
上
し
て
い
る
の
で
、
積

極
的
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

環
境
保
全
を
守
る
植
林
と
育

て
て
い
く
環
境
の
持
続
が
課
題

で
あ
る
が
、
皆
伐
と
間
伐
を
進

め
る
森
林
管
理
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　

意
向
調
査
を
実
施
し
、
森
林

の
樹
種
、
樹
齢
、
伐
木
な
ど
を

デ
ー
タ
化
し
、
皆
伐
や
間
伐
を

進
め
る
森
林
管
理
ビ
ジ
ョ
ン
を

つ
く
り
た
い
。

　

森
林
環
境
税
に
よ
る
循
環
型

森
林
整
備
の
モ
デ
ル
地
区
を
つ

く
り
、
林
業
振
興
を
図
る
考
え

は
な
い
か
。

　

森
林
環
境
税
を
活
用
す
る
こ

と
は
十
分
可
能
で
あ
る
の
で
、

私
有
林
所
有
者
に
理
解
と
協
力

を
い
た
だ
き
、
新
年
度
に
進
め

て
い
き
た
い
。

　

人
吉
球
磨
に
な
い
近
未
来
的

な
子
ど
も
図
書
館
を
整
備
し
、

広
域
か
ら
交
流
人
口
を
呼
び
込

み
、
村
の
発
展
施
策
の
一
つ
と

し
て
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

既
設
の
図
書
室
「
絵
本
の

森
」
は
一
定
数
の
利
用
者
が
あ

り
、
子
ど
も
か
ら
保
護
者
、
祖

父
母
世
代
ま
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
本
の
選
定
、
図

書
室
の
充
実
に
努
め
て
お
り
、

現
時
点
で
は
、
子
ど
も
図
書
館

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
考
え
て
い

な
い
。

・村長の政治姿勢について

・「子ども図書館」の整備について

・循環型森林整備と
林業振興について

問問

問

問

問

問

問

答
　
村
　
長

答
　
村
　
長

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
教
育
課
長

生
活
暮
ら
し
に
対
す
る

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

公
共
工
事
請
負
契
約
の

法
令
順
守
に
つ
い
て

循
環
型
森
林
整
備
等
の

林
業
振
興
に
つ
い
て

子
供
図
書
館
の
整
備
に
つ
い
て

横谷　巡 議員

村民生活の支援と森林の整備・環境保全対策を！
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村政を問う！　一般質問 QRコードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。

村政を問う！　一般質問

令
和
５
年
４
月
以
降
、
新
城

内
団
地
完
成
後
、
退
去
さ
れ
る

入
居
者
が
お
ら
れ
る
が
、
残
さ

れ
た
入
居
者
の
方
は
ど
う
な
る

の
か
。

15
世
帯
26
名
の
方
が
残
ら
れ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
さ
れ
る

生
活
再
建
に
向
け
て
動
き
出
さ

れ
て
い
る
。
行
政
も
ご
希
望
に

添
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
生

活
再
建
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、

①
道
路
・
水
道
等
の
復
旧
を
待

ち
、
元
の
自
宅
で
の
生
活
再
建
。

②
新
し
く
住
ま
い
を
建
築
、
ま

た
は
、
既
存
の
民
間
住
宅
を
購

入
し
、
生
活
再
建
。
③
既
存
村

営
住
宅
で
の
生
活
再
建
。
入
居

期
間
は
、
令
和
５
年
８
月
21
日

ま
で
が
期
限
と
な
っ
て
い
る
の

で
、こ
れ
に
向
け
て
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　

復
旧
を
待
っ
て
、
元
の
自
宅

に
帰
っ
て
生
活
再
建
の
方
は
、

入
居
期
間
（
令
和
５
年
８
月
21

日
ま
で
）
ま
で
に
、
復
旧
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
。

　

県
・
国
に
相
談
を
さ
せ
て
頂

く
。（
入
居
期
間
延
長
を
）

　

今
後
、
林
田
団
地
・
寺
の
下

住
宅
も
老
朽
化
し
て
お
り
、
村

が
譲
り
受
け
て
利
活
用
で
き
な

い
の
か
。

　

今
後
、
様
々
な
利
活
用
の
可

能
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
が
、
現
在
は
、
仮
設
住
宅

入
居
者
全
員
の
生
活
再
建
に
向

け
た
支
援
を
優
先
し
て
い
る
の

で
、
入
居
者
の
生
活
再
建
が
完

了
す
る
め
ど
が
立
ち
、
心
の
安

息
が
約
束
さ
れ
た
時
点
で
、
こ

の
利
活
用
に
つ
い
て
も
本
格
的

な
具
体
案
を
示
す
こ
と
が
で
き

る
。
仮
設
入
居
者
の
方
々
が
全

員
無
事
に
生
活
再
建
さ
れ
、
退

去
さ
れ
る
時
点
で
今
後
の
利
活

用
に
つ
い
て
方
向
性
を
示
す
。

※
他
に
「
山
江
村
立
万
江
小
学

校
存
続
に
つ
い
て
」「
城
南
永
シ

切
線
改
良
工
事
（
通
学
路
）
に

つ
い
て
」
質
し
た
。

仮設住宅について

問

問問

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

仮
設
住
居
者
の
今
後
は
！

立道　徹 議員

中央グランドに立つ仮設住宅
令和４年10月31日発行山江議会だより7



村政を問う！　一般質問 QRコードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。

村政を問う！　一般質問

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
材
料

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。
農
業

現
場
で
は
米
価
の
下
落
、
子
牛

価
格
の
低
迷
、
担
い
手
不
足
な

ど
農
業
の
維
持
が
懸
念
さ
れ

る
。
新
た
な
農
業
振
興
策
の
取

り
組
み
を
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

　

本
村
で
は
、
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
て
米
価
価
格

の
下
落
や
、
燃
料
高
騰
な
ど
経

費
上
昇
の
影
響
を
受
け
た
水
稲

生
産
農
家
を
支
援
す
る
目
的
で

10
ア
ー
ル
当
た
り
１
万
円
を
支

援
す
る
山
江
村
水
稲
生
産
継
続

支
援
金
の
事
業
を
実
施
し
、
ま

た
家
畜
用
飼
料
代
の
高
騰
の
影

響
を
受
け
る
畜
産
農
家
を
支
援

す
る
目
的
で
親
牛
１
頭
当
た
り

２
万
円
、
子
牛
１
頭
当
た
り

１
万
円
を
支
援
す
る
山
江
村
畜

産
経
営
継
続
支
援
金
事
業
を
実

施
し
た
。
国
の
支
援
策
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
、
農
業
収
入
の

安
定
化
を
目
指
し
て
、
農
業
振

興
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

７
月
の
災
害
後
に
土
砂
の
堆

積
が
行
わ
れ
て
い
る
万
江
地

区
、
特
に
濁
毛
地
区
、
山
田
地

区
の
塚
ノ
下
の
農
地
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
、
農
振
地
除
外
を

し
て
造
成
等
に
よ
り
宅
地
化
、

分
譲
予
定
地
、
工
場
等
に
利
用

し
て
は
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　

万
江
地
区
の
濁
毛
地
区
の
状

況
は
、
一
部
箇
所
は
県
が
借
り

上
げ
て
、
災
害
復
旧
に
係
る
用

地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

農
地
の
所
有
者
の
方
々
か
ら

様
々
な
ご
意
見
が
あ
れ
ば
お
受

け
す
る
が
、
現
時
点
で
村
が
、

宅
地
に
し
た
り
と
か
企
業
誘

致
を
ど
う
こ
う
す
る
用
地
に

活
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
民

有
地
で
も
あ
り
考
え
て
い
な

い
。
災
害
復
旧
が
終
わ
る
の

が
最
優
先
だ
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
い
る
。
山
田
地
区
の

塚
ノ
下
に
つ
い
て
は
、
土
砂

の
搬
入
先
と
し
て
活
用
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
水
田
を

所
有
者
の
方
が
形
状
変
更
の

申
請
を
農
業
委
員
会
に
提
出

さ
れ
、
令
和
５
年
度
に
埋
め

立
て
の
事
業
が
完
了
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
完
了

後
、
３
年
間
は
転
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
の
後
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
所
有
者
の
方
々

か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、
産
業
振

興
課
ま
で
お
尋
ね
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

「農業施策について」

問

問

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

今
後
の
農
業
振
興
策
は

中村　龍喜 議員

万江淡島濁毛地区

山田別府塚下土砂置場

令和４年10月31日発行 山江議会だより 8



令和４年第６回　山江村議会定例会

令和４年第７回　山江村議会臨時会

令和４年第８回　山江村議会臨時会

　令和４年９月７日から13日までの７日間、令和４年第６回山江村議会定例会が開催され、
同意２件、条例の制定及び改正が３件、事務委託１件、決算認定７件、契約締結２件、補正
予算７件が可決されました。その中において、同意２件については、山江村監査委員に豊永
知満氏、山江村教育委員に横山理恵氏に決定しました。質疑においては、「公共工事請負契
約の締結について」の中で横谷議員より、議会の議決案件について、今後は執行部と議会双
方において、法令の遵守に努めるべきではとの質疑に対して、村長より事務処理も含めしっ
かりと議会への説明等を行うとの答弁でありました。その他の質疑については以下のとおり
です。

　令和４年第７回山江村議会臨時会が 10 月４日に開催され、熊本県後期高齢者医療連合議
会議員の選挙について、内山村長が再選され、また山田小学校屋根の改修工事に伴う公共工
事請負契約の締結、令和４年度一般会計補正予算（第５号）の２件が可決されました。

　令和４年第８回山江村臨時会が 10 月 31 日に開催され、令和４年度一般会計補正予算（第
６号）が可決されました。補正の主なものとして、新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金（国からの交付金）で内容は以下のとおりです。

➡

質　疑 答　弁

➡

令和４年度一般会計補正予算（第４号）

１．山江村省エネ家電等生活支援事業
　省エネ家電製品等の導入や買い替えにより、家庭におけるエネルギー費用負担の
軽減を図るもの。対象製品は、エアコン、冷蔵庫、テレビ、照明器具、薪ストーブ
で対象経費の３分の１を補助するものです。（補助の上限は５万円）

２．やまえ生活支援券
　物価高騰する食糧費の支援をするもので、1人当たり 5,000 円分の商品券を配布
するものです。今回配布する商品券は、村内事業所のみではなく、人吉市内の地場
スーパー※（イスミ、サンロード）でも使用可となっております。
※使用できる店舗が決まっています。

３．学生等就学支援給付金事業
　食料品等物価高騰による学生等の生活の負担を軽減するため、山江村に住所があ
るまたは、保護者が山江村に住所がある大学生及び専門学生等に１人当たり 30,000
円を支援するものです。

４．高齢者世帯等物価高騰に伴う生活支援交付金事業
　国からの非課税世帯給付金を受給できていない、70 歳以上の独居及び高齢者の
みの世帯に、1人当たり 10,000 円を交付するものです。

久保山議員
住環境整備委託、買い物支援委託につい
ての説明を

企画調整課主幹
本城の森の伐採費、濃厚接触者等への買
い物支援

本田議員
農業振興費及び林業振興費の負担金補助
の説明を

産業振興課長
機材購入による補助。再造林の推進補助

令和４年10月31日発行山江議会だより9
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猿
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に
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。
４
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５
０
頭
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。
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ん

ど
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若
い
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た
い
で
赤

ち
ゃ
ん
が
お
な
か
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が
み
つ
い
た

り
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中
に
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て
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動
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で
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。
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か
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と
き
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号
、
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憂
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栗
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心
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・
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目
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る
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何
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か
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隣
市
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感
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。
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和
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。
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議員活動の一コマ

　令和４年９月 29日、総務文
教常任委員で熊本県美里町へ行
政視察を行いました。美里町で
は、高齢者の認知予防と教育分
野との交流事業として、e- ス
ポーツ事業を取り入れていまし
た。この日は、村執行部からも
職員が同行し、
事業内容の説明
を受けました。

　令和４年 10月６日、産業厚生
常任委員で宮崎県綾町へ行政視
察を行いました。綾町では、消
費者に信頼される農業を目的と
した、自然生態系農業を推進し
ていました。また、照葉樹林の
保全や活用に
ついての説明
もありました。

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

事業内容の説明事業内容の説明
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ていました。また、照葉樹林の
保全や活用に保全や活用に保全や活用に
ついての説明ついての説明
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